
 

 

 

 以前，読んだ本に以下のようなことが書いてありました。 

「正月の年賀状は，元旦に書く。昔の生活で，冬の暮らしが大変で， 
 新しい年を迎えることができないこともあった。だから，年賀状に 
 新しい年を無事に迎えた喜びと『自分もあなたも無事でよかったね』 
 という気持ちで書くのだ。」ということでした。 
 新しい年を自分も家族も無事に迎えることが本当に大変だった昔の方々のご苦労が 
分かります。 

「あけましておめでとうございます」 
 新しい年を迎えて，まず最初にすることが，このあいさつです。上記のようなこと
を知ってから，年明けの年始のあいさつは，大切な一言だなと改めて感じています。 
 さて，皆さんのご家庭では，どのような今年の目標を掲げたでしょうか。 
 入谷小学校の目標は，子供たちにとって安全で，安心できる学校として，保護者の
皆様，地域の皆様のご理解とご支援，ご協力をいただき，今まで以上に努力してまい

りたいということです。本年もよろしくお願いいたします。 
 

～ある新聞コラムの記事より～ 
「『めんどくさい』なんて言いながらも，なぜか書いてしまう年賀状。この習慣，

一体いつ始まったのだろうか？ 現在確認できる最も古い年賀状は，平安時代の書物
『雲州消息』の中にある『年始あいさつ』の例文。もとは公家社会の文化で，それが
江戸時代に庶民にも広まり，今に至ると言われているそうです。」 

 
 

《豆知識・・・－干支（十二支）について－》 
2019 年，今年の干支はイノシシ。十二支の１２番目で「亥」と書きます。 

 もともと干支に使われる漢字は動物を表したものではなく，天体の動きから暦を 

表すのに使われていたものです。そして，十二支とはもともと農作物のサイクルに 

ついて表してもいます。植物の一生を考えると，昨年の戌年は実を結んだ草木がいったん枯れ，

その後で新しい芽吹きへと生命が繋がっていく，そんな大切なバトンタッチをする年だったとい

うことになります。 

そして，今年は亥年，十二支の中で最後の年を迎えます。戌年でたわわに実った果実が種子と

なり，エネルギーを蓄えて次の世代へと向かう準備期間とも言えます。また，動物のイノシシの

猪突猛進（ちょとつもうしん）なイメージから，勇気と冒険の象徴ともされているそうです。 

 【季節の話題サイト～のびのび気になるアレコレより～】 

 

今年は，十二支そして平成として最後を迎える節目の年です。皆さんにとって，次の始まりに

向けて新たなエネルギーを蓄え，順調なスタートが切れるようにと願っています。     
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心も体も元気な子どもを育成するために 家族みんなではやね・はやおき・あさごはんを実践しよう!! 

入谷小校長室だより 

文責：校長 髙橋 有 
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《第３学期の始業式～校長講話より～（要点のみ抜粋）》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『一日一日の積み重ねを大切に！』 
 
あけましておめでとうございます。 

２学期の終業式に，私と３つの約束をしました。    

覚えていますか？ 

それは，「冬休みだからこそできるお手伝いをすること」  

「昔から伝わる行事や遊びを体験すること」 

「病気や事故，けがのない楽しい冬休みを送ること」です。 

この約束をしっかり守れたからこそ，今日，皆さんが元気に登校してきたこと

に結び付いていると，うれしく思っています。 

 

さて，いよいよ今日から３学期が始まります。 

『４９』『５１』これは，何を表している数字でしょう？  

３学期の授業日数です。6 年生は４９日，１年生から５年生は５１日です。 

１年のなかでも一番短い学期になります。 

昔から「１月は行く，２月は逃げる，３月は去る」と言って，この３カ月間の

過ぎ去るのが早いという言葉もあります。 

短い３学期ですが，今の学年のまとめや締めくくりをする，とても大事な学期

です。そこで，いい３学期にするためには，自分のめあてをもって，毎日，がん

ばることが大切です。 

今年のめあてを立てるために・・・ 

 

今年のめあてを立てるために，これまでの自分の生活について，次のようなこ

とを考えながら整理してみてください。 

 

１ やってよかった，これからも続けてやっていきたいことは何か。 

２ うまくいかなかったこと，直したいことは何か。 

３ 新しくやってみたいことは何か。 

 

時間は過ぎるものではなく，積み重なっていくものです。今の自分は，かけが

えのない大切な姿です。さらに，自分自身を高めていくために「夢」と「志」を 

もち続けてほしいと思います。 

 

入谷小学校の全校児童７２名，一日一日の積み重ねを大切に，先ずは，３月の

卒業式，修了式というゴール目指して先生方と一緒にがんばっていきましょう。 

  

今年もよろしくお願いします。 
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